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1．調査概要

• 調査名称：佐賀県内ソーシャルビジネス形成ニーズ調査

• 目 的：ソーシャルビジネス形成の資金や伴走のニーズ調査及び新規支援メニュー開発

• 調査対象：佐賀県内のCSO及び事業者

• 調査期間：2025年5月12日～2025年7月20日

• 調査方式：オンラインアンケート

• 調査回答数：29件

• 主 催：公益財団法人 佐賀未来創造基金

協 力：株式会社トラストバンク

Copyright © 2025 Saga Future Design Foundation All Rights Reserved.



1．調査概要｜設問一覧

Q1. ご所属（企業名／団体名）ご担当者様情報

Q2. 設立年

Q3. 法人区分 ※1つ選択

Q4. 事業領域（ビジネス） ※複数選択可

Q5. 事業領域（社会課題解決） ※複数選択可

Q6. ミッションやビジョン等の経営理念 ※1つ選択

Q7. 2024年度 従業員数 ※概算で選択

Q8. 2024年度 年間収入及び売上 ※概算で選択

Q9. 2024年度 収入構成・資金調達手段 ※概算で選択

Q10. 2024年度 支出構成 ※概算で選択

Q11. ソーシャルビジネスへの認知

※ソーシャルビジネスを「社会性と収益性が両立された事業」と

定義した際、最も当てはまるものを1つ選択

Q12. ソーシャルビジネスへの関心、現在の取組状況 ※1つ選択

Q13. 取組中のソーシャルビジネス概要1：事業概要 ★1

Q14. 取組中のソーシャルビジネス概要2：対象の地域・社会課題 ★1

Q15. 取組中のソーシャルビジネス概要3：ビジネスモデル ★1

Q16. 取組中のソーシャルビジネス概要4：資金調達手段 ★2

Q17. 取組中のソーシャルビジネス概要5：資金調達額 ★2

Q18. 取組中のソーシャルビジネス概要6：課題感 ★2

Q19. 未実施のソーシャルビジネス：課題感

※Q12でソーシャルビジネスに現状未実施を選択された方が回答（複数選択可）

★1：Q12でソーシャルビジネスへ現状「取り組んでいる」を選択された方が回答（自由回答）
★2：Q12でソーシャルビジネスへ現状「取り組んでいる」を選択された方が回答（複数選択可）
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2．調査結果 サマリー及び考察

回答組織の特徴について

• 組織の営利性：回答の7割強が非営利型の組織であり、3割弱が営利型の組織

• 組織規模：「従業員数」で“なし”及びが“10名以下”の組織が8割強、
「年間収入及び売上」で“なし”もしくは“3000万円未満”の組織が7割強であった

ソーシャルビジネスへの取組状況、課題感について

• 取組状況：ソーシャルビジネスへの認知は6割強であるなか、実際に取り組んでいる組織は4割強で、
“取り組んでいないが取り組みたい”層を含めると7割弱が取組意向を示した

• 課題感及びサポートニーズ：
ソーシャルビジネスへ取組中と未実施に関わらず、“人財”及び“資金”に回答が多くあり、次いでノウハウ関連に回答があった。
取組中と未実施の回答の比較で、取組中の組織が未実施の組織より課題感について多く回答（約40%強）する傾向があり、
取組中の組織は“ノウハウ（マーケティング）”と“広報”に回答が多くあり、資金調達や人材・ノウハウへのサポートニーズが窺えた

ソーシャルビジネスへ取り組む資金調達手段について

• 資金調達手段の多様性：
ソーシャルビジネスへ取組中の組織の資金調達手段として、“寄付”の回答が最も多く、続いて委託事業と助成金の回答が多かった。
7.5割（3/4）の組織で複数の資金調達手段を併用しており、出資や融資等の多様な資金調達手段を実現する必要性が窺えた
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回答者情報｜Q1～Q3

• 回答数：29組織・回答

• 回答の8割が2006年以降に設立の組織

• 回答の7割強が非営利型の組織であり、3割弱が営利型の組織

2, 7%
1, 3%

1, 3%

2, 7%

8, 28%

15, 52%

Q2.設立年

1975年以前

1976年-1985年

1986年-1995年

1996年-2005年

2006年-2015年

2016年-2025年

13, 45%

8, 28%

0, 0%0, 0%

2, 7%

2, 7%

1, 3%
0, 0%

3, 10%

Q3.法人区分

NPO法人

社団法人

財団法人

組合

任意団体

株式会社

合同会社

有限会社

個人事業主
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Q4. 事業領域（ビジネス）

• 回答数：29組織・33回答（複数選択可のため）

• 回答の7割強が非営利型の組織であり、該当なしやその他の回答が多く見られた

0

0

1

0

1

0

2

0

1

0

7

0

9

12

0 2 4 6 8 10 12 14

建設業

製造業(水産)

製造業(農林)

製造業(その他)

情報通信業

卸売業

小売業

不動産業or物品賃貸業

学術協会or専門・技術サービス業

宿泊業

生活関連サービス業

娯楽業

該当なし

その他

Q4.事業領域（ビジネス）※複数選択可

▼その他回答
・災害支援
・子どもの健全育成を図る活動
・消費者交流事業、漁場環境保全事業
・空家・空地に関する事業全般、

地域コミュニティでこどもを育む事業
・犯罪被害者等支援事業
・CSOの支援活動
・その他のサービス業
・子どものいじめ相談、地域活性イベントの企画・開催、
難病児とご家族の支援
・教育学習業
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Q5. 事業領域（社会課題解決）

• 回答数：29組織・100回答（複数選択可のため）

• すべての選択肢で回答があり、1の「保健,医療,福祉」、3の「まちづくり」、12の「子ども」に
10件を越える回答が集まった

12

5

11

3

7

4

6

7

2

2

2

14

5

2

7

2

3

5

0

1

0 2 4 6 8 10 12 14 16

1.保健、医療又は福祉の増進を図る活動

2.社会教育の推進を図る活動

3.まちづくりの推進を図る活動

4.観光の振興を図る活動

5.農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動

6.学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動

7.環境の保全を図る活動

8.災害救援活動,地域安全活動

9.人権の擁護又は平和の推進を図る活動

10.国際協力の活動

11.男女共同参画社会の形成の促進を図る活動

12.子どもの健全育成を図る活動

13.情報化社会の発展を図る活動

14.科学技術の振興を図る活動

15.経済活動の活性化を図る活動

16.職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動

17.消費者の保護を図る活動

18.前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡 助言又は援助の活動

19.設定なし

20.その他

Q5.事業領域（社会課題解決） ※複数選択可

▶その他回答：犯罪被害者等支援活動、広報啓発活動
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Q6. ミッションやビジョン等の経営理念 , Q7. 2024年度従業員数 , Q8. 2024年度年間収入及び売上

• 回答数：29組織・回答

• ミッションやビジョン等の経営理念を掲げて活動している組織が8割弱

• 「従業員数」でなしと回答した組織が1割、10名以下の組織が7割強

• 「年間収入及び売上」では5割弱が“なし”もしくは“1000万円以下” 、約2.5割（1/4）が1001万円～3000万円

23, 79%

3, 11%

3, 10%

Q6.ミッションやビジョン等の

経営理念

設定済み

設定しているが改編

予定

未設定

3, 10%

12, 41%
9, 31%

1, 4%

3, 10%
1, 4%

Q7.2024年度 従業員数

なし

1～5名

6～10名

11～30名

31～100名

101名～

2, 7%

4, 14%

3, 10%

2, 7%

3, 10%
7, 24%

2, 7%

3, 10%

2, 7%
0, 0%0, 0%1, 4%

Q8.2024年度 年間収入及び売上

なし

1～100万円

101～300万円

301万円～500万円

501万円～1000万円

1001万円～3000万円

3000万円～5000万円

5001万円～1億円

1～3億円
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Q9. 2024年度収入構成・資金調達手段 , Q10. 2024年度支出構成

• 回答数：29組織・回答

• 「収入構成・資金調達手段」及び「支出構成」について、アンケート結果より、全体の過半数を1つの財源が
占める場合を“特化型” 、1つの財源が過半数を占めていない場合を“バランス型”と定義し、再集計した

• 「収入構成・資金調達手段」で、バランス型が全体の2割弱であり、8割強が1つの財源に特化しており、
“事業収入/売上”と“寄付”に特化した回答がそれぞれ2割強

• 「支出構成」で、“事業費特化”及び“バランス型”がそれぞれ3.5割強

6, 21%

1, 4%

1, 3%

4, 14%

2, 7%2, 7%

7, 24%

1, 3%

5, 17%

Q9.2024年度 収入構成・資金調達手段 [要約]

事業収入/売上特化

出資特化

融資特化

委託事業特化

助成金特化

会費特化

寄付特化

その他特化

バランス型※

10, 35%

6, 21%1, 3%
1, 3%

0, 0%0, 0%

11, 38%

Q10.2024年度支出構成 [要約]

事業費特化

人件費特化

設備費特化

管理費特化

返済特化

その他特化

バランス型※

※定義：1つの財源が過半数を占めていない ※定義：1つの支出が過半数を占めていない
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Q11. ソーシャルビジネスへの認知 , Q12. ソーシャルビジネスへの関心、現在の取組状況

• 回答数：29組織・回答

• ソーシャルビジネスへの認知は6割強であるなか、実際に取り組んでいる組織は4割強で、
“取り組んでいないが取り組みたい”層を含めると7割弱

※ソーシャルビジネスを「社会性と収益性が両立された事業」と定義した際、最も当てはまるものを1つ選択

18, 62%

6, 21%

5, 17%

Q11.ソーシャルビジネスへの認知※

知っている

聞いたことはあるが詳しく

はわからない

知らない

12, 41%

8, 28%

6, 21%

3, 10%

Q12.ソーシャルビジネスへの関心、

現在の取組状況

取り組んでいる

取り組んでいないが取り

組みたい

取り組んでいない

取り組むつもりがない
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Q13-15. 取組中のソーシャルビジネス概要1～3

※回答者様の特定が可能な内容であったため、記載を割愛
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Q16. 取組中のソーシャルビジネス概要4：資金調達手段 , 
Q17. 取組中のソーシャルビジネス概要5：資金調達額

※1：Q12でソーシャルビジネスへ現状「取り組んでいる」を選択された方が回答（複数選択可）
※2：Q12でソーシャルビジネスへ現状「取り組んでいる」を選択された方が回答

5

1

1

6

6

5

8

1

0 2 4 6 8 10

事業売上

出資

融資

委託事業

助成金

会費

寄付

無回答

Q16.取組中のソーシャルビジネス概要4：

資金調達手段※1

2, 17%

2, 17%

2, 17%
0, 0%1, 8%

3, 25%

0, 0%0, 0%

1, 8%

1, 8%

Q17.取組中のソーシャルビジネス概要5：

資金調達額※2

決まっていない

～100万円

101万円～300万円

301万円～500万円

501万円～1000万円

1001万円～3000万円

3000万円～5000万円

5001万円～1億円

• 回答数：Q16．12組織・33回答（複数選択可のため） 、Ｑ17．12組織・回答

• 「資金調達手段」で、寄付の回答が最も多く、続いて委託事業と助成金の回答が多かった。
また、3組織（無回答 含）を除いた9組織で複数手段を併用していた

• 「資金調達額」で、4割強が1000万円以下と回答
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Q18. 取組中のソーシャルビジネス概要6：課題感 ,
Q19. 未実施のソーシャルビジネス：課題感

• 回答数：Q18．12組織・42回答（複数選択可のため） 、Ｑ19．17組織・42回答（複数選択可のため）

• ソーシャルビジネスへ取組中と未実施に関わらず、“人財”及び“資金”に回答が多くあり、
次いでノウハウ関連に回答があった

• ソーシャルビジネスへ取組中と未実施の回答の比較で、取組中の組織が多く回答（約40%強）をし、
取組中の組織は“ノウハウ（マーケティング）”と“広報”に回答が多くあった

※1：Q12でソーシャルビジネスへ現状「取り組んでいる」を選択された方が回答（複数選択可）
※2：Q12でソーシャルビジネスに現状未実施を選択された方が回答（複数選択可）

7

3

4

2

6

9

8

0

2

0

1

0

人財

情報

ノウハウ（ソーシャルビジネス全般）

ノウハウ（地課題域・社会）

ノウハウ(マーケティング)

資金

広報

ガバナンス・コンプライアンス

ネットワーク・連携先

課題はない

無回答

その他

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

Q18.取組中のソーシャルビジネス概要6：

課題感※1

8

2

4

2

4

8

3

2

2

2

4

1

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

人財

情報

ノウハウ（ソーシャルビジネス全般）

ノウハウ（地課題域・社会）

ノウハウ(マーケティング)

資金

広報

ガバナンス・コンプライアンス

ネットワーク・連携先

課題はない

無回答

その他

Q19.未実施のソーシャルビジネス：

課題感※2
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